
少
な
い
と
い
っ
た
具
合
で
あ
っ
た
。
我
々
は
ま
だ
「
山
水
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

よ
う
な
概
念
的
な
風
景
画
に
は
飽
き
足
ら
ず
、
全
て
を
打
破
し
て
新
し
い
も
の

を
作
る
意
気
込
み
で
勉
強
し
た
。
よ
く
文
庫
（
後
に
図
書
館
と
資
料
館
に
分
か

れ
る
）
で
西
洋
の
画
集
な
ど
を
見
て
勉
強
し
た
が
、
画
集
な
ど
少
な
く
、
貴
重

で
あ
っ
た
の
で
一
番
見
た
い
本
は
誰
か
が
借
り
出
し
て
い
る
の
が
常
だ
っ
た
。

会
員
の
う
ち
、
小
泉
勝
爾
は
最
古
参
で
美
校
の
教
官
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
皆

世
話
に
な
っ
た
。
矢
沢
弦
月
は
東
京
女
高
師
の
教
師
で
如
オ
の
な
い
人
だ
っ

た
。
官
展
で
一
度
だ
け
特
選
を
取
っ
た
が
、
晩
年
は
振
わ
な
か
っ
た
。
篠
田
柏

邦
は
岐
阜
の
多
額
納
税
者
の
息
子
で
、
大
人
し
い
絵
を
描
い
た
。
彼
の
「
小
原

女
」
が
官
展
の
特
選
候
補
に
昇
っ
た
と
き
、
寺
崎
広
業
が
、
こ
の
男
は
い
つ
で

も
特
選
に
な
れ
る
の
だ
か
ら
と
言
っ
て
断
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
が
あ
る
。

晶
山
錦
成
は
人
物
画
で
は
抜
群
で
、
色
彩
的
に
あ
れ
程
う
ま
く
描
け
る
人
は
居

な
か
っ
た
。
そ
の
皮
附
の
色
、
髪
、
濡
れ
た
よ
う
な
唇
な
ど
、
当
時
の
日
本
画

の
技
法
で
は
と
て
も
表
せ
な
い
も
の
で
、
ま
さ
に
天
才
だ
と
思
っ
た
が
、
し
か

し、

上
述
の
よ
う
に
帝
展
へ
現
代
人
物
画
を
出
す
と
落
ち
る
。
特
選
と
な
っ
た

の
は
二
点
と
も
花
鳥
画
で
あ
っ
た
。
常
岡
文
亀
は
丹
波
柏
原
の
大
地
主
の
息
子

で
、
帝
展
で
二
回
特
選
を
取
り
、

一
時
期
大
変
も
て
は
や
さ
れ
た
。
花
鳥
画
を

得
意
と
し
た
が
、
鶏
頭
や
椋
欄
の
絵
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
官
展
風
の
花
鳥

画
と
違
っ

て
実
に
新
鮮
な
作
風
で
あ
っ
た
。
美
校
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
朴
の
木
に

カ
ケ
ス
の
居
る
絵
を
描
い
た
が
、
金
泥
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
緑
青
を
見
事
に

使
っ
て
初
夏
の
林
間
の
感
じ
を
よ
く
表
し
て
い
た
。
た
だ
、
こ
の
人
は
あ
る
意

味
で
の
戦
争
犠
牲
者
で
晩
年
は
不
遇
で
あ
っ
た
。
星
川
清
雄
は
山
形
の
人
で
、

新
し
い
美
人
画
を
描
い
て
一
時
期
非
常
に
嘱
望
さ
れ
た

〔入
院
中
に
関
東
大
農
災

で
病
院
が
倒
壊
し
、
そ
の
た
め
死
去
し
た
。
1

編
者
註
〕。

久
本
春
雄
は
春
風
馳
蕩

と
し
た
と
こ
ろ
の
あ
る
気
の
き
い
た
絵
を
描
い
た
。
彼
は
釧
路
の
遊
郭
の
息
子

ど

て

ら

で
、
銘
仙
の
組
抱
を
着
て
友
染
の
坐
蒲
団
に
坐
り
、
遊
女
か
ら
来
た
手
紙
な
ど

読
ん
で
聞
か
せ
た
も
の
だ
。
根
上
富
治
は
細
密
描
写
の
す
ご
い
腕
を
持
っ
て
お

り
、
美
校
在
校
中
に
鷹
の
絵
で
特
選
を
取
り
、

一
時
期
大
繁
盛
し
た
。
笑
い
話

の
よ
う
だ
が
、
名
前
の
根
上
（
ね
あ
が
り
、
値
上
が
り
富
ん
で
治
ま
る
）
が
書

画
屋
に
喜
ば
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

革
新
を
目
ざ
し
て
暗
中
模
索
し
て
い
た
晨
光
会
に
対
し
て
、
松
岡
門
下
の
新

興
大
和
絵
会
の
方
は
伝
統
を
踏
ま
え
て
新
し
い
も
の
を
描
こ
う
と
い
う
主
義

で
、
洗
練
さ
れ
た
大
和
絵
の
伝
統
技
法
を
土
台
と
し
て
そ
の
上
に
工
夫
を
加
え

て
ゆ
く
も
の
だ
か
ら
、
絵
が
ち
ゃ
ん
と
出
来
て
お
り
、
官
展
で
も
良
い
成
績
を

上
げ
た
。
ま
た
、
松
岡
先
生
は
弟
子
を
指
迎

・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
大

変
熱
心
だ
っ
た
。

そ
の
点
結
城
先
生
は
面
倒
臭
い
の
か
、
の
ん
気
で
あ
っ
た
。

ラ
イ
バ
ル
だ
っ
た
松
岡
先
生
が
若
死
し
て

か
ら
、
心
な
し
か
結
城
先
生
も
意
慾

的
な
活
動
を
さ
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

晨
光
会
は
大
正
十
五
年
に
解
散
し
た
が
、
そ
の
後
旧
晨
光
会
員
を
軸
に
五
十

名
ほ
ど
集
ま
っ
て
新
樹
会
を
結
成
し
た
が
、
も
う
そ
の
頃
は
戦
争
が
始
ま
っ
て

居
り
展
覧
会
も
た
し
か
一
回
し
た
だ
け
で
立
ち
消
え
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
戦

争
、
疎
開
で
友
人
達
も
散
り
散
り
に
な
っ
て
し
ま
い
、
終
戦
と
な
っ
て
も
連
絡

の
と
れ
る
人
は
数
少
な
く
な
っ
て
了
っ
た
。

大
村
西
崖
と
中
国

⑭
 

大
村
西
崖
は
明
治
三
十
五
年
以
来
東
洋
美
術
史
担
当
教
授
を
つ
と
め
、
そ
の

間
に
は
『
支
那
美
術
史
彫
塑
篇
』
を
は
じ
め
と
し
て
幾
多
の
中
国
美
術
に
関
す

る
著
述
を
な
し
た
が
、
彼
が
実
際
に
中
国
の
土
を
踏
ん
だ
の
は
大
正
十
年
秋
の
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こ
の
申
上
は
同
月
二
十
日
に
許
可
さ
れ
、
同
時
に
西
崖
は
生
徒
監
お
よ
び
幹

文
部
大
臣
中
橋
徳
五
郎
殿

こ
と
で
、

海
外
旅
行
願

右東

京

美

術

学

校

数

授

大

村

西

崖

回

し
か
も
休
職
し
た
上
、
自
費
に
よ
る
旅
行
で
あ
っ
た
。
そ
の
休
職
上

申
書
に
添
え
ら
れ
た
「
海
外
旅
行
願
」
（
控
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。

小
官
俵

明
治
三
十
五
年
東
京
美
術
学
校
教
授
二
任
ゼ
ラ
レ
シ
以
来
東
洋
絵
聾
史
、
東

洋
彫
刻
史
等
ノ
授
業
ヲ
櫓
任
致
居
リ
積
年
ノ
間
主
ト
ッ
テ
東
洋
美
術
二
関
ス

ル
研
究
二
潜
心
努
力
罷
在
候
然
ル
ニ
研
究
ヲ
進
ム
ル
ニ
随
ヒ
東
洋
美
術
ノ

大
淵
源
タ
ル
支
那
ニ
―
遊
シ
テ
親
シ
ク
其
風
土
ヲ
視
察
シ
其
學
界
諸
名
士
ニ

接
シ
テ
美
術
研
究
上
ノ
談
論
ヲ
交
換
シ
其
蔵
弄
二
係
ル
稀
世
ノ
彫
刻
、
箱

甕
、
古
器
物
等
ヲ
多
ク
観
覧
シ
其
他
参
考
ト
ナ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ハ
盪
ク
之
ヲ
考

査
探
討
シ
以
テ
自
己
ノ
研
究
二
資
ス
ル
ノ
必
要
ナ
ル
ヲ
感
ジ
此
志
願
ヲ
以
テ

先
年
ョ
リ
私
二
其
準
備
二
著
手
中
ノ
慮
幸
二
暑
ボ
準
備
モ
整
ヒ
候
二
付
此
際

私
費
ヲ
以
テ
約
六
箇
月
間
ノ
豫
定
ニ
テ
支
那
二
旅
行
ノ
上
前
述
ノ
研
究
二
従

事
仕
度
蹄
朝
ノ
節
ハ
學
校
授
業
上
ニ
モ
一
恩
奮
動
致
ス
ベ
キ
存
念
二
有
之
候

間
特
別
ノ
御
詮
議
ヲ
以
テ
支
那
旅
行
ノ
俵
御
許
可
ヲ
蒙
リ
同
時
二
休
職
ノ
恩

命
相
受
度
此
段
事
情
ヲ
具
シ
テ
及
御
願
候
也

大
正
十
年
十
月
五
日

也

年

月

日

事
を
免
ぜ
ら
れ
、
ま
た
、
本
校
よ
り
中
国
旅
行
中
東
洋
美
術
に
関
す
る
調
査
を

行
う
こ
と
を
嘱
託
さ
れ
た
。

西
崖
は
十
月
二
十
一
日
に
出
発
し
た
が
、

特
別
に
次
の
よ
う
な
文
書
を
公
使
館
へ
送
り
、

か
く
て
西
崖
は
綿
密
な
計
画
を
立
て
て
中
国
へ
赴
き
、
積
年
の
渇
望
を
癒
し

た
。
明
治
二
十
六
年
に
岡
倉
天
心
が
決
死
の
覚
悟
で
中
国
旅
行
を
試
み
た
時
と

は
時
代
も
変
わ
り
、
日
中
両
国
の
交
流
が
盛
ん
で
、
特
に
美
術
界
で
も
第
一
回

日
華
聯
合
絵
画
展
覧
会
の
開
催
を
め
ぐ

っ
て
急
速
に
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
て
い

た
と
き
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
西
崖
は
中
国
美
術
史
に
関
す
る
著
述
に
よ
っ
て
前

々
か
ら
中
国
の
学
者
や
画
家
に
名
を
知
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
旅
行
は
順
調
に
進

み
、
所
期
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

西
崖
は
翌
十
一
年
一
月
十
八
日
に
予
定
よ
り
も
早
く
帰
国
し
、

直
ち
に
将
来

品
（
古
名
画
の
写
真
、
書
籍
、
中
国
現
代
画
家
の
作
品
）
の
展
示
と
講
浪
を
行

学
校
長

西
崖
の
要
請
に
よ
り
正
木
直
彦
は

そ
の
便
宜
を
図
っ
た
。

支
那
駐
割
日
本
公
使
館
へ
依
頼
案
〔
控
〕

本
校
数
授
大
村
西
崖
本
年
十
月
休
職
ノ
上
其
筋
ノ
許
可
ヲ
得
テ
私
費
支
那
旅

行
ノ
途
二
上
リ
目
下
北
京
二
滞
在
シ
支
那
美
術
ノ
研
究
卜
其
資
料
ノ
採
訪
ニ

従
事
罷
在
候
虞
同
人
旅
行
二
就
テ
ハ
本
校
ョ
リ
モ
美
術
二
関
ス
ル
調
査
ヲ
嘱

託
致
有
之
即
同
人
ノ
研
究
井
資
料
蒐
ハ
箪
二
個
人
的
ノ
意
味
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
無

之
候
間
支
那
官
憲
及
公
私
蔵
弄
家
等
ノ
諒
解
ヲ
得
テ
諸
般
便
宜
ヲ
典
ヘ
ラ
レ

度
右
特
二
貴
館
二
於
テ
御
配
慮
ヲ
加
ヘ
ラ
レ
候
様
致
度
此
段
御
依
頼
申
上
候
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な
っ
た
。
そ
れ
ら
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
巻
第
七
号
に
詳

し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
講
演
は
「
支
那
歴
遊
談
」
と
題
す
る
も
の
で
、
そ
れ

に
よ
れ
ば
彼
は
二
十
年
も
前
（
本
校
教
授
任
命
の
頃
）
か
ら
支
那
へ
行
き
た
い

と
思
い
、

一
度
は
休
職
し
て
同
僚
に
送
別
会
ま
で
開
い
て
貰
い
な
が
ら
中
止
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
明
治
四
十
三
年
）

が
、
文
人
画
を
描
き
出
し
て
か
ら

中
国
の
古
画
を
沢
山
見
た
い
気
持
が
自
叩
じ
、
つ
い

に
旅
行
を
決
心
し
た
。
そ
こ

で
正
木
直
彦
の
推
薦
に
よ
り
啓
明
会
に
一
万
円
の
助
成
金
を
申
請
し
た
が
、
大

正
十
年
七
月
却
下
さ
れ
た
た
め
急
拠
大
阪
の
知
人
と
相
談
し
、
同
年
八
、
九
月

に
二
枚
折
金
屏
風
二
十
双
を
描
き
（
大
正
十
二
年
刊
行
『
遊
西
秤
株
集
』
に
収

録）
、

一
万
二
千
円
と
い
う
潤
沢
な
資
金
を
得
た
。
そ
こ
で
栗
原
誠
（
同
四
年

西
洋
画
科
卒
、
北
京
加
藤
洋
行
勤
務
）
を
通
訳
兼
随
行
と
し
て
出
発
。
朝
鮮
経

由
で
北
京
に
向
か
っ
た
。
主
目
標
は
古
名
画
の
写
真
を
沢
山
撮
る
こ
と
だ
っ
た

の
で
、
四

つ
切
判
の
整
色
乾
板
を
五
十
ダ
ー
ス
も
詰
め
た
二
十
貫
目
く
ら
い
の

函
が
五
個
と
、
外
に
土
産
物
の
書
藉
を
詰
め
た
箱
な
ど
、
十
数
個
の
荷
物
を
携

え
て
の
旅
行
だ

っ
た
。

北
京
で
は
美
術
界
の
顔
役
金
紹
城
（
号
北
楼
）
に
ま
ず
会
っ
て
古
画
の
見
学

と
中
国
現
代
画
家
の
作
品
、
資
料
蒐
集
の
た
め
の
助
力
を
頼
ん
だ
。
ま
た
、
北

京
の
美
術
学
校
教
授
陳
衡
格
は
未
見
な
が
ら
研
究
を
通
じ
て
懇
意
だ
っ
た
の

で
、
彼
に
世
話
を
頼
み
、

皇
帝
の
太
保
を
勤
め
て
い
た
老
学
者
陳
宝
深
に
は
帝

室
の
宝
物
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
依
頼
し
、
そ
の
交
渉
が
進
む
間
に
明
の

十
三
陵
、
居
庸
関
、
八
達
嶺
、
雲
岡
の
石
仏
な
ど
を
見
て
廻
っ
た
。
帝
室
と
の

交
渉
の
た
め
に
、
彼
は
陳
宝
深
と
宣
統
帝
に
自
著
『
密
教
発
達
志
』
『
支
那
美

術
史
彫
塑
篇
』
お
よ
び
種
々
の
図
本
を
贈
っ
た
。
そ
の
結
果
、
陳
が
帝
室
の
古

画
を
自
宅
へ
借
り
出
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
彼
は
北
京
の
日
本
人

写
真
師
を
二
人
屈
っ
て
そ
れ
ら
の
写
真
を
八
、
九
十
枚
写
し
た
。
ま
た
一
方
で

は
現
代
画
家
の
資
料
を
集
め
、
さ
ら
に
琉
璃
蔽
の
主
な
本
屋
二
軒
に
購
入
書
目

録
を
渡
し
て
お
い
て
毎
晩
旅
館
に
書
物
を
届
け
さ
せ
、
最
も
版
の
良
い
、
最
も

立
派
な
も
の
を
選
ん
で
言
い
値
で
買
い
込
ん
だ
。
そ
の
た
め
、
ま
た
た
＜
問
に

得
が
た
い
珍
本
を
含
む
二
百
余
部
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

北
京
で
は
外

に
三
十
軒
近
い
収
蔵
家
を
歴
訪
し
て
五
、
六
千
点
を
見
、
六
百
余
点
を
撮
影
し

た
。
そ
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
、

其
中
で
唐
の
梁
令
讚
の
五
星
及
二
十
八
宿
誹
形
岡
巻
な
ど
は
最
も
珍
し
い
も

の
で
あ
り
ま
す
、
是
等
は
追
々
其
物
に
つ
い
て
御
話
を
申
上
げ
て
も
善
い
と

思
ひ
ま
す
、
そ
れ
か
ら
王
維
の
伏
生
授
紐
圏
巻
だ
の
、
宋
の
李
龍
眠
の
五
馬

躙
巻
、
慮
鴻
草
堂
十
志
圏
巻
、
徽
宗
皇
帝
の
臨
古
巻
、
趙
孟
堅
の
水
仙
園
及

四
香
圏
巻
、
元
の
黄
大
凝
の
茂
蘭
賓
岡
巻
、
唐
子
華
、
王
若
水
、
朱
徳
潤
等

ロ
マ
マ

〕

の
山
水
巻
な
ど
は
、
皆
是
ま
で
日
水
で
は
影
も
見
た
こ
と
の
な
い
、
縮
畳
史

上
買
に
貴
重
な
る
賓
箱
で
あ
り
ま
す
、
激
煙
石
室
の
古
佛
盟
は
、
シ
ュ
タ
イ

ソ
等
の
持
つ
て
行
か
な
か
っ
た
普
い
物
が
随
分
支
那
に
逍
つ
て
居
り
ま
す
の

で
、
其
中
最
も
完
全
に
考
證
の
付
く
立
振
な
も
の
を
三
閾
ほ
ど
寓
し
て
参
り

ま
し
た
、
消
朝
の
六
大
家
の
物
な
ど
は
謂
は
ゆ
る
腐
る
ほ
ど
｛
烏
し
て
来
ま
し

キ
i

と
述
べ
て
い
る
。
天
津
で
も
同
様
に
多
く
の
資
料
を
集
め
た
。
そ
の
後
上
海
に

直
行
し
、
一
切
遊
覧
も
せ
ず
調
査
を
続
け
、
現
代
画
家
に
つ
い
て
は
北
京
、
上

海
を
通
じ
て
五
十
人
、
作
品
六
、
七
十
幅
を
蒐
め
た
。
か
く
て
書
物
に
一
―
―
千

円
、
合
計
七
百
五
十
枚
の
写
真
に
五
千
円
を
費
し
、
店
大
な
資
料
を
携
え
て
大
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正
十
一
年
一
月
十
二
日
上
海
発
の
北
野
丸
で
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
こ
の
旅
行

は
西
崖
に
と
っ
て
満
足
す
べ
き
も
の
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
資
料
収
集
の
目
的

が
果
た
せ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
自
著
の
『
支
那
絵
画
小
史
』
（
大
正
十
年

本
校
の
教
科
書
に
用
い
ら
れ
た
。）
が
五
、
六
年
前
に
上
海
で
翻
訳
出
版
さ
れ
、

そ
れ
が
支
那
の
師
範
学
校
の
新
教
科
書
に
そ
っ
く
り
引
用
さ
れ
る
な
ど
、
自
分

の
著
書
学
説
が
支
那
に
行
わ
れ
て
い
る
の
を
自
分
で
確
か
め
た
こ
と
、
お
よ

び
、
北
京
に
は
本
校
の
卒
業
生
が
五
、
六
人
も
居
り
、
特
に
上
海
で
は
本
校
生

汗
亜
塵
（
卒
業
期
）
が
案
内
役
を
勤
め
て
く
れ
た
り
し
た
た
め
で
も
あ
っ
た
。

西
崖
は
こ
の
旅
行
を
機
に
日
中
美
術
交
流
運
動
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ

た
。
前
出
「
支
那
歴
遊
談
」
の
な
か
で
、

私
共
は
支
那
を
研
究
し
て
、
日
本
の
藝
術
文
學
を
盆
す
る
ば
か
り
で
な
く
進

ん
で
支
那
へ
乗
り
込
ん
で
支
那
の
文
化
の
歴
史
の
上
に
足
跡
を
遣
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ぬ
、
さ
う
す
れ
ば
初
め
て
此
大
陸
の
文
化
史
の
上
に
、
日
本
人

の
仕
事
が
逍
る
諄
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
狭
い
國
の
中
で
、
何
會
だ
の

何
熊
だ
の
と
互
に
鏑
を
削
つ
て
咀
華
を
し
た
り
ば
か
り
し
て
居
な
い
で
、
ど

ん
ど
ん
諸
君
は
支
那
へ
乗
出
し
た
が
宜
か
ら
う
と
思
ひ
ま
す
、
さ
う
し
て
大

陸
の
文
化
史
に
足
跡
を
止
め
る
や
う
に
す
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
、

と
言

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
中
国
の
文
化
史
に
深
い
憧
憬
の
念
を
持
つ
西
崖

の
、
あ
く
ま
で
も
学
者
と
し
て
の
誠
実
な
心
情
か
ら
す
る
提
案
で
あ
っ
た
。

西
崖
は
こ
れ
以
後
昭
和
二
年
に
死
去
す
る
ま
で
に
さ
ら
に
四
回
の
中
国
旅
行

を
試
み
、
研
究
資
料
の
蒐
集
と
中
国
の
画
家
や
学
者
た
ち
と
の
交
流
に
つ
と
め

た
。
大
正
十

一
年
二
月
に
は
第
一
回
旅
行
で
蒐
集
し
た
中
国
現
代
画
家
の
作
品

と
小
伝
を
編
集
し
て
『
萬
域
今
画
録
』
と
し
て
日
本
に
紹
介
し
、

一
方
、
上
海

で
は
西
崖
の
『
文
人
画
の
復
興
』
の
漢
訳
と
陳
衡
格
著
「
文
人
画
之
価
値
」
を

合
わ
せ
た
『
中
国
文
人
画
之
研
究
』
が
発
行
さ
れ
た
。
特
に
『
文
人
画
の
復

興
』
は
同
時
代
の
中
国
画
壇
の
新
旧
両
派
双
方
か
ら
理
論
的
支
柱
と
し
て
引
用

さ
れ
、
近
年
本
書
に
つ
い
て
中
国
で
多
く
の
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
大
正
十
二
年
四
月
の
中
国
旅
行
の
際
は
上
海
の
画
家
呉

昌

碩
、
王
一

亭
、
唐
吉
生
ら
と
日
支
美
術
倶
楽
部
設
立
を
計
画
し
、
西
湖
有
美
書
画
社
と
し

て
そ
れ
を
実
現
さ
せ
た
。
ま
た
、
同
十
四
年
一
月
に
は
北
京
大
学
で
講
演
し
、

沈
兼
士
、
張
鳳
挙
、
陳
垣
、
馬
衡
、
沈
手
黙
、
部
以
蟄
、
銭
稲
孫
、
蒋
夢
麟
、

胡
適
、
葉
漉
、
馬
裕
藻
ら
同
大
学
の
学
者
た
ち
と
交
流
し
た
。
同
年
五
月
刊
行

の
名
著
『
東
洋
美
術
史
』
に
は
長
年
の
蓄
積
と
こ
れ
ら
の
旅
行
の
成
果
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
最
後
の
旅
行
は
大
正
十
五
年
四
、
五
月
で
、
そ
れ
は
蘇
州
角

直
鎖
の
保
聖
寺
を
見
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
『
塑
壁
残
影
』
に
旅
行
の
概
要

が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
西
崖
の
中
国
旅
行
の
詳
細
は
吉
田
千
鶴
子
著
「
大

村
西
崖
と
中
国
」
（
『東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
紀
要
』

第
二
十
九
号）

を
参
照
さ
れ

f
し⑮

『

東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
巻
記
念
号

校
友
会
機
関
誌
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
は
明
治
三
十
五
年
六
月
の

創
刊
以
来
大
正
十
年
五
月
を
以
て
第
二
十
巻
目
を
迎
え
、
校
友
会
は
こ
れ
を
記

念
し
て
そ
の
第
一
号
を
第
二
十
巻
記
念
号
と
し
て
発
行
し
た
。
表
紙
絵
に
は
岡

田
三
郎
助
筆
の
唐
花
模
様
を
用
い
、
口
絵
に
は
正
木
直
彦
校
長
の
肖
像
写
真
と

美
術
部
、
工
芸
部
両
校
舎
の
写
真
を
用
い
て
い
る
。
論
説
欄
の
構
成
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。
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